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第２日目 
 

第３部：課題討議「地方議会のデジタル化の取組報告」 

コーディネーター：谷口 尚子 氏 [慶應義塾大学大学院システムデザイン・マ

ネジメント研究科教授] 

事例報告者：金澤 克仁 氏 [取手市議会議長] 

板津 博之 氏 [可児市議会議長] 

林 晴信 氏 [西脇市議会議長] 

 

最初に取手市議会議長・金澤氏より、早稲田大学マニフェスト研究所の議会改

革度ランキングで、市議会としては初めて２年連続で 1 位という評価をされた

取り組みとして、議員にタブレット導入、オンライン会議の開催、オンライン

事前議案説明、オンラインでの現地を視察、広聴・広報機能、災害対応、研修

等、を実施している報告。 

 

続いて、可児市議会議長・板津氏よりは議会報告会のオンライン活用、グルー

プウェアによる議員間の情報共有についてプレゼン報告。 

 

最後に、西脇市議会議長・林氏より実際にオンライン委員会を開催した模様と

共に、デジタルによってより多くの多様化した民意の集約化をできるように議

会 DX進めたいと語られていた。 

 

事例紹介の後、課題解決に向けた取り組みへの意見として 

・議員全員で、とりあえずできることから、まずやってみようという気持ちで

取り組む 

・今後は議会報告会という点では、若い人に参加していただけるような情報発

信も必要 

・オンライン視察は時間と距離を超越できる 

・ICT は結局、「道具」に過ぎない。新しいツールをどう使いこなし何をなす

べきかが大切等の意見が挙げられた。 

 

２日間を通して、特にコロナ禍があったことが一つの契機となったが、議会の

デジタル化の重要性と課題を考えさせられた学びの多い２日間の視察となった。 

 

  
















